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2013年第2四半期の決算と今後の展望などを説明いたします。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI会社概要

当社の概要を紹介いたします。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI沿革沿革（主力製品の推移）（主力製品の推移）

1965

7月 不二精機株式会社設立7月 不二精機株式会社設立

4月 VHSビデオカメラカセットテープ
5月 一眼レフカメラ鏡筒

4月 VHSビデオカメラカセットテープ
5月 一眼レフカメラ鏡筒

5月 3.5インチフロッピーディスク
12月 CDケース

5月 3.5インチフロッピーディスク
12月 CDケース

4月 リサイクルカメラ4月 リサイクルカメラ

5月 CDケース量産タイプ
成形システムとして輸出販売

5月 CDケース量産タイプ
成形システムとして輸出販売

5月 プラスチックカップ量産タイプ
成形システムとして輸出販売

5月 プラスチックカップ量産タイプ
成形システムとして輸出販売

9月 医療機器9月 医療機器

10月 金型部品自動加工システム10月 金型部品自動加工システム

3月 導光板3月 導光板

2月 タイ・中国
成形事業開始

2月 タイ・中国
成形事業開始

2002

2013

9月 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
操業開始予定

9月 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
操業開始予定

2006

2000

1997

1996

1995

1990

1984

1983

当社は、1955年の創業以来、「精密金型」ひとすじに物づくりを行ってまいりました。

1984年頃からは、成形品１個当たりのコストが重視される大量生産品向けの金型が主
力製品となりました。

1995年頃より、金型単体での販売だけでなく、顧客が求める成形品を生産するため
に必要な生産設備（金型、成形機、取出し機、自動組立機等)も併せての販売（成形シ

ステム）が主力製品となりました。

さらに、現在の金型事業においては、金型より生産される成形品そのものの精密さを
求められる、デジカメ等のズーム部分である鏡筒向け及び、ノートPC等用導光板向け

の精密金型ならびに成形品、大量生産品である注射器等医療機器向けの精密金型及
び成形システムが主力製品となりました。

初の海外進出を果たした2001年より成形品生産を開始いたしましたが、2007年頃より、
二輪･四輪車の主に燃料噴射装置部品等の生産を開始し、中期戦略である自動車部
品の売上構成比率の拡大を着実に進めております。

また、2013年より昨年設立のフジセイキインドネシアの操業を開始し、東南アジアでの

二輪・四輪用成形部品の受注拡大を目指しております。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI海外生産拠点海外生産拠点

■デジカメ用光学機器用など

の精密成形品の製造を担当

■自動車用他、精密成形品

および精密金型製造を担当

設 立：01/01

稼働開始：02/03

設 立：01/09

稼働開始：02/03

上 海

設 立：02/03

稼働開始：03/10

■導光板などの精密成形品製造
を担当

■金型設計(CAD･CAM）を担当

蘇 州

■主としてグループ内各社向け

の精密金型製造を担当

設 立：02/11

稼働開始：03/10

常 州

ＴＨＡＩ

ＩNDONESIA 設 立 ：12/10

稼働開始予定：13/09

■自動車用他、精密成形品

および精密金型製造を担当

2001年より海外展開を進め、中国・常州にコアビジネスである精密金型製造会社のほ

か、タイ及び中国に３拠点の成形品製造会社を稼動させております。

また、蘇州には弊社グループの金型設計等（CAD・CAM)の生産性向上を図るために、

設計センターを併設しております。

なお、2011年10月に発生した洪水により操業を停止しておりましたタイ不二精機は、
2011年12月から新工場で操業を再開しております。

さらに、アジアでの自動車生産拠点の集中化を鑑み、2012年10月に設立した不二精
機インドネシアは、2013年9月頃より二輪・四輪部品等の成形品生産を開始する予定で

す。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI

13/12月期
第2四半期決算の概要

為替差益の発生

2013年12月期第2四半期の決算概要を説明いたします。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI1212/12/12月期月期第第22四半期（累計）四半期（累計）決算の概要決算の概要

△126

△86

△64

2,183

12/6月期

－

－

－

△0.0

増減率（％）

51

64

△55

2,182

13/6月期

△2.5連 結営業利益

100連 結売上高

3.0連 結経常利益

2.4連 結当期利益

売上比（％）（百万円）

連結決算のポイント連結決算のポイント 売上高は、自動車部品用成形品は伸展したものの、
精密金型事業減収の影響で微減

営業利益は、金型事業における売価低下及び原価率が悪化
したことにより損失計上

経常利益・当期利益は、為替差益を営業外収益に計上した
ことでプラスへ転換

2013年上期は、新政府への景況感の上昇期待感により景気回復の兆しはあるものの、

欧州での政治不安等に依拠した金融不安が依然として続いていることや中国経済の減
速も垣間見えていることなどの影響により、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前
年同四半期比0百万円(0.0％)減の21億82百万円となりました。

連結営業利益は、射出成形用精密金型及び成形システム事業における売価低下及
び原価率が悪化したことなどにより、営業損失55百万円（前年同四半期は営業損失64
百万円)、となりました。

連結経常利益及び当四半期純利益は、為替差益を計上したことなどで、経常利益64
百万円（前年同四半期は経常損失86百万円）、四半期純利益51百万円（前年同四半
期は四半期純損失1億26百万円)となりました。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI
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（百万円）

第第22四半期四半期決算の状況決算の状況

売上高と営業利益の推移（連結）売上高と営業利益の推移（連結）

13年通期予想では、精密成形品事業の拡大・コスト構造の改革（13年12月期通期計
画参照）により、売上高50億75百万円（年初予想49億87百万円）、営業利益 70百万
円（年初予想1億47百万円）の確保を目指します。

なお、精密金型事業セグメントにおいて、第２四半期までの利益率の悪化の影響が残
ること及びデジタルカメラ関連製品の売上高減少を見込むこと等で年初予想を下回る
見込みです。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKIＢＢ//Ｓの主な増減科目（連結）Ｓの主な増減科目（連結）

買掛金の増加99.05589.7549支払手形・買掛金

556

458

97

△347

445

556

560

148

27

△172

△59

増減額

仕掛品の増加12.778611.3637棚卸資産

設備代金支払14.891619.31,088現金・預金

受取手形の増加16.41,01517.5988受手・売掛金

52.03,22949.32,784流動負債

自己資本比率
+6.1％

長期借入金減少

タイ・インドネシア設
備投資

コメント

100.0

20.0

80.1

28.0

100.0

49.7

49.2

構成比

6,208

1,238

4,969

1,740

6,208

3,083

3,053

13/6期末

86.24,872負債合計

13.8779純資産合計

44.72,523固定資産

100.05,651資産合計

37.02,088固定負債

100.05,651負債・資本合計

3,112

12/12期末

55.1

構成比

流動資産

（百万円）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比5億56百万円
（9.8％）増の62億8百万円となりました。これは、主として、インドネシア子会社の稼動に
伴い土地・建物を含む有形固定資産を取得したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末比97百万円（2.0％）増
の49億69百万円となりました。これは、主として、短期借入金が2億84百万円増加した
ことによるものであります。

純資産は、資本金及び資本剰余金が増加したこと等により、前連結会計年度末比4億
58百万円（58.9％）増の12億38百万円となりました。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKIキャッシュフローの状況（連結）キャッシュフローの状況（連結）

キャッシュフローの増減要因キャッシュフローの増減要因

911

▲27

▲280

57

13/第2四半期

151▲94営業活動によるキャッシュフロー

60851現金及び現金同等物の期末残高

169▲196財務活動によるキャッシュフロー

▲42▲238投資活動によるキャッシュフロー

増減額12/第2四半期累計期間（百万円）

営業
活動

営業
活動

投資
活動

投資
活動

財務
活動

財務
活動

主として、当期純利益の増加及び未収債権の減少によるものです。

主として、有形固定資産の取得支出（インドネシア新工場向け）による
ものです。

主として、長期借入金の収入、長期借入金・短期借入金の返済支出に
よるものです。

営業キャッシュフローの増加は、主として、為替差益の発生に伴う当期純利益の増加
及び未収債権の減少によるものです。

投資活動ではインドネシアの新工場向け設備投資を実行しております。

財務活動では借入金返済を計画的に実施しております。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI基本事業戦略

基本事業戦略についてご説明いたします。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI

将来にわたる収益確保のため将来にわたる収益確保のため

「金型専業」から「成形事業」へ「金型専業」から「成形事業」へ

収益の柱のシフトを収益の柱のシフトを目指します目指します

◆◆基本戦略基本戦略

当社ｸﾞﾙｰﾌﾟは、将来的に市場規模の縮小が想定される「金型事業」から、当社の金型
技術がなくてはできない付加価値の高い成形品を選択した「成形事業｣へ収益の柱の
シフトを目指しております。



11

1111

PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI

◆◆なぜ成形事業かなぜ成形事業か

成形品は儲からない？成形品は儲からない？

成形事業は、成形事業は、独自ノ独自ノウハウウハウの活用の活用でで
高収益事業化が可能です高収益事業化が可能です

““高生産性・収益性高生産性・収益性””の金型設計・製造の金型設計・製造

ノウハウを持つ不二精機グループだからノウハウを持つ不二精機グループだから
実現できる！実現できる！

当社のコア技術である「高生産性・高収益性」の金型技術と、中国、タイの各成形工場
の品質及び生産管理技術を融合させることにより、13～15ページに事例を紹介しなが
ら、検証してまいります。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI

ココが強み

①ハイサイクル化①ハイサイクル化

②多数個取化②多数個取化

③材料低減化③材料低減化

④歩留り向上④歩留り向上

・・・・ １１成形成形の時間の時間

・・・・ １１成形成形当りの個数当りの個数

・・・・ ランナーランナー重量重量減減

・・・・ 良品率向上良品率向上

◆高収益性金型のポイント◆高収益性金型のポイント

①「ハイサイクル」とは、成形機に搭載された金型に溶融樹脂を注入～冷却工程にて金
型内の樹脂を固化(金型形状の転写)～金型を開いて成形品取出し～型閉め工程を「１
サイクル｣とし、この一連の工程(サイクル)を高速化させることをハイサイクル化といいま

す。

このハイサイクル化を実現するためには、金型の高精度化に加え、金型冷却のノウハ
ウや成形技術ノウハウが必要となります。

②「多数個取」とは、成形機の大きさに応じて決まる金型の大きさの制約の中で可能な
限り多数の製品を配置する金型技術です。

また、多数個取金型は、製品寸法のバラツキを発生させないため、高精度加工、冷却
回路等、非常に難易度の高いものづくりが要求されます。

③「材料低減」－ 成形機で溶融させた樹脂を金型内に射出後、金型内に掘り込まれた
湯道を通り、金型内の製品掘り込み部分に転写させますが、この湯道が「ランナー」と呼
ばれています。（例：プラモデルの枝の部分です）

「ランナー」は製品を成形するために必要ではあるものの、製品には必要がなく、いわ
ば成形工程における「材料ロス｣です。

当社ではこのランナー重量（太さ・大きさ等）を、可能な限り少なくし安定した品質が実
現できる金型づくりを行っております。

④良品率を向上するためには、金型の精度はもちろん、成形技術ノウハウが必要となり
ます。

当社では、長年蓄積した金型完成後の試作データを元に、さまざまな特性を持つ樹
脂成形にもそのノウハウを活かしております。
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①ハイサイクル化①ハイサイクル化

◆なぜ利益が出せる？◆なぜ利益が出せる？

・（改善前）・（改善前） １サイクル１サイクル ２８秒２８秒

・（改善後）・（改善後） １サイクル１サイクル １８秒１８秒

☆３５％☆３５％ 成形チャージ削減成形チャージ削減

例：デジカメ部品

当社グループである、主に上海不二精机でのデジカメ部品の事例です。

当社グループのハイサイクル仕様の金型を採用することにより、成形チャージを35％
低減できたことによって、利益率の改善が可能となりました。
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②多数個取り化②多数個取り化

◆なぜ利益が出せる？◆なぜ利益が出せる？

・（改善前）・（改善前） １サイクル１サイクル １６個取り（６型）１６個取り（６型）

・（改善後）・（改善後） １サイクル１サイクル ６４個取り（２型）６４個取り（２型）

☆成形設備☆成形設備 1/31/3へへ

例：プリンター部品

当社グループである、主にタイフジセイキでのプリンター部品の事例です。

当該部品を成形するための金型を従来は、1回の成形で16個の製品が成形できる金
型（16ｹ取り金型）を6型使い、6台の成形機にて成形しておりました。

改善後は、当社グループにて64ｹ取り金型を2型作ることで、品質を確保しながら、必
要生産量が確保できることとなり、結果、成形設備は2ラインですむこととなりました。
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③材料低減化③材料低減化

◆なぜ利益が出せる？◆なぜ利益が出せる？

・（改善前）・（改善前） 8.688.68ｇｇ××4,0004,000ｋｋ=34,720=34,720ｋｇｋｇ

・（改善後）・（改善後） 6.056.05ｇｇ××4,0004,000ｋｋ=24,200=24,200ｋｇｋｇ

☆☆ ６百万円６百万円 コストダウンコストダウン（（10,000kg10,000kg××600600円）円）

例：液晶ホルダー

当社グループである、主に上海不二精机での液晶パネルのホルダー部品の事例で
す。

ランナー形状等の改善により、ランナー重量を減らすことで樹脂材料費の削減が可能
となりました。



16

1616

PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI

①①国内金型市場の縮小への対応国内金型市場の縮小への対応

◆連結◆連結利益目標拡大への課題利益目標拡大への課題

現状の課題現状の課題

②②成形品事業の受注リスク分散成形品事業の受注リスク分散

年間平均稼動率年間平均稼動率を高めるを高める

（顧客の海外生産シフト）（顧客の海外生産シフト）

（安定稼動を目指した製品の多様化）（安定稼動を目指した製品の多様化）

連結利益目標の達成に向けての課題は、製造業の海外生産シフトが進む日本の金
型市場への対応および安定した稼動が利益に直結する成形品事業での受注リスクの
分散であると考えております。
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②②営業営業活動活動の重点シフトの重点シフト（成形品事業）（成形品事業）

◆課題への◆課題への対処対処

①関東工場①関東工場（金型事業）（金型事業）の活用の活用

稼動率稼動率安定安定 利益利益目標達成目標達成！！

（顧客ニーズへの対応により新規受注獲得）（顧客ニーズへの対応により新規受注獲得）

（安定稼動を目指した製品への集中）（安定稼動を目指した製品への集中）

日本の金型事業においては、関東工場（2011年1月開設）をサービス拠点として活用

することで、東日本地域のお客様のニーズにきめ細かくお応えすることにより新規受注
の獲得に注力いたします。

また、成形品事業の稼動率安定に向け、受注の波が比較的少ない自動車部品（2輪・
4輪）分野への集中と並行して、文具・事務用品などの新規分野の開拓に努めて参りま
す。

子会社を含めた生産インフラ・生産管理体制は整備されておりますので、年間の稼働
率の安定により目標とする連結利益の達成を目指します。

なお、中期的な受注拡大に向けて、自動車市場の拡大が続くインドネシアに自動車
部品を中心とした製造子会社を2012年に設立し、本格生産に向けてテスト生産を開始

しております。
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固定費圧縮と成形品の増収により黒字確保

今期の事業計画をご説明いたします。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI1313/12/12月期通期計画（連結）月期通期計画（連結）

266

583

227

△42

24

806

831

4,449

12/12月期実績

17.28.1871販 管 費

18.513.2941売 上 総 利 益

100.014.15,075売 上 高

2.7△40.0136当 期 利 益

2.9-149経 常 利 益

1.4191.770営 業 利 益

-2.6273減 価 償 却 費

-△46.0315設 備 投 資

売上比％増減率％13/12月期計画（百万円）

営業利益の推移営業利益の推移

181百万円

09/12

<営業利益確保のポイント>
◇コスト構造の改革

332百万円

10/12

177百万円

11/12

24百万円

12/12

・内製化 → 外注費削減

・自動化 → 人件費抑制

70百万円

13/12E

13年12期の売上高は、タイの着実な生産回復・海外へ生産移管を進める顧客へのグ

ループ一体となった営業活動・中国ローカル企業へのアプローチを確実に進めることに
より、50億75百万円（年初予想49億87百万円）の達成を目指します。

営業利益は、外注加工の内製化・自動化/半自動化による人件費抑制を中心としたコ

スト構造の改革を確実に実施するものの、第２四半期における精密金型事業の利益率
の悪化の影響が残ることの影響などにより、70百万円（年初予想1億47百万円）の達成

を目指します。

経常利益及び当期純利益については、第３四半期以降の為替レートを１ドル９５円レ
ベルで想定した為替差益の発生を見込むこと等により、前回予想を上回ると見込んで
いることから、2013年通期の業績予想は上記計画の内容に修正いたしました。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI半期毎の業績推移（連結）半期毎の業績推移（連結）

2,893

2,183 2,266 2,182

2,8932,9682,911
2,844

4.3

▲ 2.5▲ 2.9

3.9

3.9

3.7

7.8

2.2

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

10/上 10/下 11/上 11/下 12/上 12/下 13/上 13/下E

-12 

-7 

-2 

3

8

13

半期売上高 半期営業利益率

（百万円） （％）

13年12月期通期計画のとおり、精密成形品の拡販とともにコスト構造の改革を確実に
実行することにより13年下期の営業利益率の改善を目指します。
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中期事業戦略についてご説明いたします。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI中期基本戦略中期基本戦略

““プラスチック精密成形総合システム会社プラスチック精密成形総合システム会社””として、として、

不二精機型ワンストップソリューションを不二精機型ワンストップソリューションを 今後もさらに展開する今後もさらに展開する

【【提案⇒開発・設計⇒技術⇒生産（量産）⇒保守⇒提案提案⇒開発・設計⇒技術⇒生産（量産）⇒保守⇒提案】】

超精密金型超精密金型

メンテナンス

（企画・開発・設計）

成形品製造（生産・量産化）

プロジェクト 印刷・塗装

デザインイン（提案）

成形システム（生産手段）

不二精機型ワンストップソリューション不二精機型ワンストップソリューション

当社グループの総力で、金型の製作だけでなく、製品の企画段階より製品での納品
まで（ワンストップソリューション）、精密金型技術をコア技術として、顧客のニーズに最
適なものづくりを提案します。

もちろん、上図それぞれのステップ（金型製作のみ、成形品製造のみ等）単位でのご
相談も承ります。
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コアビジネス(精密金型)

不二精機の歩みと今後

モールド（金型）
エンジニアリング

１９８０年代まで

成形システム
エンジニアリング

成形品
エンジニアリング

セミアッセンブリ
エンジニアリング

自社製品
メーカー

１９９０年代 ２０１５年以降２０００年～
２００５年

２００６年～
２０１３年

ＴＯＤＡＹ

進化・成長の蓄積

コアビジネス(精密金型)

VHSカセット
カメラ鏡筒

CDケース用
注射器用

CDケース
プリンター部品

自動車部品

1955年の創業以来、「精密小物向け金型では、他社に負けない」を合言葉に、着々と

顧客のご支援を頂きながら成長してまいりました。

1984年頃には、金型から生み出される成形品そのものの精密さが必要とされる商品

向けの精密金型に加え、成形品１個当たりのコストが重視される大量生産品向けの金
型にも当社の精密金型を必要とされることから、大量生産品向けマーケットへ進出しま
した。

1990年代より、単に金型単体での販売だけでなく、顧客が求める成形品を生産する
ために必要な生産設備（成形機、取出し機、自動組立機等)も併せての販売を開始して

おります。

2000年からは精密金型をコアとし、タイ、中国にある当社海外グループ会社等におい

て成形品製造・販売を主体としたビジネスを展開しております。

2006年以降は、成形品の販売のみならず、成形品への印刷・塗装及びセミアッセン

ブリにも事業を拡大しております。

2015年以降には、当社グループの強みである精密金型技術を活かした自社製品メー

カーを目指し、日々研鑽しております。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI成形品売上＜分野別ターゲット＞成形品売上＜分野別ターゲット＞

・情報（ディスクケースほか）

2015年2011年

・自動車部品（重要保安部品中心）

・光学（カメラ・導光板ほか）

・OA・家電（プリンターほか）

（実績） （ターゲット）

35％

15％

20％

10％

10％

2,531 百万円

・医療・食品関連（医療用品、食品
容器ほか）

2012年

（実績）

32％

23％

7％

3,351 百万円

21％

14％
2％

10％ ・文具・事務用品（筆記具ほか）

30％

23％

21％

16％

8％

成形品売上の中心であった、材料比率が高く付加価値率の低いディスクケース製品
の縮小を進めますので情報関連の売上高は減少を見込んでおります。

一方、受注の波が比較的少ない自動車部品、医療用品、食品容器の分野の拡大を
図り、利益率向上の課題である年間平均稼動率を高めることにより、利益率の改善およ
び利益額の確保を目指します。

当事業の拡大には、当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの強みである高生産性金型技術および品質管理の
整備された成形品量産体制を戦略的に活用いたします。
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PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHERPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIFUJI  SEIKI中期的展望中期的展望
売上高

営業利益率10％
を目指す

コスト

2015年

精密金型・成形システム精密金型・成形システム

精密成形品その他精密成形品その他

【一般の成形品製造】 【不二精機の成形品製造】

コスト

利益

比較比較
自社技術（高生産性）金型を使用し、
最適生産システムを構築することで、
最大の利益率を確保できる

不二精機の優位点不二精機の優位点

2002年

2008年から2009年にかけて精密金型事業、精密成形品事業ともに世界同時不況に

よる市場縮小の影響を受け減収となりました。

精密成形品事業では、ディスクケース製品の縮小を進め、安定稼動と利益率の向上
を目指し自動車部品、医療用品、食品容器などの分野の拡大を推進いたします。

精密金型事業においては、強みのある医療機器、食品容器、光学部品ほかの金型販
売および精密成形品事業の受注拡大につながる金型製造に注力いたします。

併せて、コスト構造の改革により製造原価の低減を進め、利益率の改善を目指します。

以上の活動により、営業利益率10％を中期目標としております。

なお、中期的な受注拡大に向けて、自動車市場の拡大が続くインドネシアに自動車
部品を中心とした製造子会社を2012年10月に設立し、2013年9月より本格生産を開始

する予定であります。
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この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まれております。それら将
来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画・予測した
ものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などと
は異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものではござい
ません。

管理本部
ＴＥＬ：06-4306-6822

お問合せ先

ありがとうございました。


